










要約 川崎病の既往が成人病とくに虚血性心疾患の前駆因子となりうるか否かを明らかに

する研究の一環として,遠隔期にある川崎病罹患児を対象として種々な凝血学的検索を実

施してきたが,今回は最近,測定法が確立されたthrombin・antithrombin 一Ⅲcomplex(TAT)

と plasmin・α2-antiplasmin complex(PIC)について検討した。その結果,PIC の増加は認

められなかったものの,TAT は一過性冠動脈病変の既往を有する患児 11 例中 5 例(45%),全

経過を通して冠動脈瘤が認められなかった患児17例中 2例(12%)に増加が認められた。こ

のことは川崎病罹患後 1年以上を経過して心断層エコー検査で冠動脈病変が消失してもな

お,凝固系の異常活性化を起こしていることが示唆され,川崎病罹患児は長期にわたる追跡

が必要である。 


